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長久手市行政評価票（S票：施策評価票）
施策番号 S8 施策名 学校プールの見直し

担当部課 教育総務課 関係部課

第６次総合計画・基本目標 　―

行政改革指針・重点課題 　―

法定受託事務の有無

その他（関係計画、要綱等）

施策開始の背景、経緯等
小中学校プール施設の維持管理及び改修経費と民間委託を比較し、民間委託の方がメリットがあるた
め、市内小学校プールを民間委託とする。併せて、民間委託することで熱中症対策及び教員の負担軽減
を図る。

（どのような施策なのか）

老朽化した学校プールを廃止し教育課程における水泳指導を民間委託することにより、施設維持管理の軽減や児童生
徒の教育環境の向上を図る。

（誰、何を対象にしているか）

学校のプール施設並びに児童生徒及び教職員

（対象をどのような状態にしたいか）

学校外のプール施設利用を拡大して、児童生徒の泳力向上、熱中症対策、教員の負担軽減を図るため実施する。

Ｒ6年度 Ｒ7年度 Ｒ8年度 中期 長期
（2024） （2025） （2026） （おおよそ3年後） （おおよそ5年後）
成果・実績 成果・目標 成果・目標 成果・目標 成果・目標

費用・実績 費用・見込み 費用・見込み 費用・見込み 費用・見込み
（細々節名） （金額） （細々節名） （金額） （細々節名） （金額） （細々節名） （金額） （細々節名） （金額）

市民参加数・実績 市民参加数・見込み 市民参加数・見込み 市民参加数・見込み 市民参加数・見込み

Ｒ6年度 Ｒ7年度 Ｒ8年度 中期 長期
（2024） （2025） （2026） （おおよそ3年後） （おおよそ5年後）
成果・実績 成果・目標 成果・目標 成果・目標 成果・目標

費用・実績 費用・見込み 費用・見込み 費用・見込み 費用・見込み
（細々節名） （金額） （細々節名） （金額） （細々節名） （金額） （細々節名） （金額） （細々節名） （金額）

市民参加数・実績 市民参加数・見込み 市民参加数・見込み 市民参加数・見込み 市民参加数・見込み

（活動のエピソード、コメント、特記事項など）

令和４年度から令和６年度まで１校にて民間委託を試行し、児童生徒の泳力ごとに分けた水泳指導委託
を行い泳力の向上が確認できた。教職員のヒアリング結果から、インストラクターによる指導による個々の
泳力段階に合わせた指導が行え、生徒１人１人の泳力を確認でき評価に反映できた。
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施策に係る取組① 学校外プール施設利用

R５年度に実施した結果を
踏まえ、対象校を拡大す
る。

R６年度に実施した結果を
踏まえ、対象校を拡大す
る。

R７年度に実施した結果
を踏まえ、対象校を拡大
する。

R８年度に実施した結果
を踏まえ、対象校を拡大
する。

対象校を全校に拡大す
る。

プール指導
委託

4,712千円
プール指導
委託

22,846千円
プール指導
委託

41,406千円
プール指導
委託

―
プール指導
委託

―

(延べ) 0 人 (延べ) - 人 (延べ) - 人 (延べ) - 人 (延べ) - 人

施策に係る取組②

(延べ) 人 (延べ) 人 (延べ) 人 (延べ) 人 (延べ) 人
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部
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（何をどのような状態に改善したのか、改善が必要なことなど）

児童生徒の個々の泳力段階の分類を細分化し、より効果的な指導が行えるように運用を変更した。

(進捗状況や課題など）

令和４年度から令和６年度に実施した学校外施設利用の実績を踏まえ、民間施設利用の対象校を拡大
する。近隣で委託先となりえる民間施設は限られているため受入れ先の確保は課題となる。

(施策の意図に係る費用対効果の分析、検討、研究の状況など）

学校の水泳授業を、学校外施設を使用することで施設の維持管理費の削減が図られる。また、屋内プー
ルでの指導となるため、天候に左右されない水泳授業が行え、生徒には学習指導上の効果があり、教職
員の負担軽減にも繋がる。

（施策を実施するにあたって今後の方向性、改善点など）

令和７年度からは、対象校を拡大し、小学校３校で民間委託による水泳授業を実施する。その後、毎年１校拡大し、小学
校全校で実施する。
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